
【ア】視覚に関する配慮事項

全ての技能において配慮する事項 リスニング リーディング ライティング スピーキング

弱視、盲人など
の視覚障がいの
方

・拡大文字の問題冊子
・点字の問題冊子
・個室受験
・時間延長
・問題を読む際の手助け(補助機器の使用)

・リスニング問題特別対
応用CDの使用

・回答代筆、
（＊問題文の読み上げ・
画面朗読ソフトウェアの
使用は禁止)

・回答代筆
・PC等入力用機器の使用

・医療機関発行の診断書

【イ】聴覚に関する配慮事項

全ての技能において配慮する事項 リスニング リーディング ライティング スピーキング

ろう(あ）、難
聴、吃音などの
聴覚障がいの方

・受付から試験終了まで担当スタッフの配置 ・免除
・補聴器、ヘッドホンの
使用、
・個室にて音量増での実
施
・リスニング問題特別対
応用CDの使用
・時間延長
・聴覚障がい者用(リップ
リーディング)リスニング
試験

・免除
・担当試験官の選定配慮

・医療機関発行の診断書

【ウ】肢体不自由に関する配慮事項

全ての技能において配慮する事項 リスニング リーディング ライティング スピーキング

上肢不自由、下
肢不自由などの
身体障がいの方

・入り口から試験終了までスタッフの付き添い
・机・座席・部屋(階数) 等、スペースや出入り
の配慮
・個室対応
・時間延長

・代筆者を認める
・自前のタイプの持ち込
み可ないしセンターから
の提供

・代筆者を認める
・自前のタイプの持ち込
み可ないしセンターから
の提供

・代筆者を認める
・自前のタイプの持ち込
み可ないしセンターから
の提供

・医療機関発行の診断書

全ての技能において配慮する事項 リスニング リーディング ライティング スピーキング

持病のある方、
健康に問題のあ
る方

・必要な医療器具・薬の持ち込み可
・個室受験の配慮
・時間延長
・監督下での休憩
・回答にあたってのコンピューターの使用
・問題用紙の読み上げ
・複写、もしくは書き起こし
・解答用紙への記入援助
・透明な色つきカバーシートの利用(問題用紙の
色を変更することによって、視覚からの情報が
得やすい病状などの場合)
・拡大文字の問題冊子
・補助機器の使用

・医療機関発行の診断書

全ての技能において配慮する事項 リスニング リーディング ライティング スピーキング

ADHD、自閉症、
学習障害、アス
ペルガーなど本
人の申請及び医
師による発達障
がいの診断があ
る方

・時間延長
・個室対応
・担当スタッフの配置
・監督下での休憩
・回答にあたってのコンピューターの使用
・問題用紙の読み上げ
・複写、もしくは書き起こし
・解答用紙への記入援助
・透明な色つきカバーシートの利用(問題用紙の
色を変更することによって、視覚からの情報が
得やすい病状などの場合)
・拡大文字の問題冊子
・補助機器の使用

・医療機関発行の診断書

【カ】その他の配慮事項（【ア】～【オ】の区分以外の者）

全ての技能において配慮する事項 リスニング リーディング ライティング スピーキング

本人から申請が
あり医師による
診断がある方

・本人の要望をヒアリングした上でセンターで
可能な配慮

・医療機関発行の診断書

対象となる者
配慮する事項（例）

必要な提出書類

【エ】病弱に関する配慮事項

対象となる者
配慮する事項（例）

必要な提出書類

【オ】発達障害に関する配慮事項

対象となる者
配慮する事項（例）

必要な提出書類

対象となる者
配慮する事項（例）

必要な提出書類

対象となる者
配慮する事項（例）

必要な提出書類

IELTS(Brtish Counsil)
試験名：IELTS（対象：「アカデミック・モジュール」）
※各区分に記載している「配慮する事項」は、代表的な事項を例として掲載しています。なお、表に記載がない受検上の配慮を希望する場合は、各資格・
検定試験実施主体に相談してください。（教育事業部　IELTS課　03ー3266ー6852）

対象となる者
配慮する事項（例）

必要な提出書類

障害等のある受検生への合理的な配慮　配慮内容例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　               


